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公園ー都市の中で自然を再現するー
暮らしの中から見つける変化の力
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今
回
は
、「
自
然
の
再
現
」に
つ
い
て
、
公

園
を
起
点
と
し
た
取
り
組
み
と
歴
史
に
つ
い

て
見
て
い
き
ま
す
。

　

広
場
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
時
代
か
ら
造
ら

れ
て
き
た
の
に
対
し
、
緑
地
を
持
つ
公
園
の

歴
史
は
浅
く
、
1
8
4
0
年
に
イ
ギ
リ
ス
中

部
の
人
口
3
万
人
の
町
「
ダ
ー
ビ
ー
」に
、実

業
家
で
慈
善
家
で
も
あ
っ
た
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ス

ト
ラ
ッ
ト
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
が
最
初

の
公
共
公
園
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ー
ビ
ー
の
公
園
設
立
に
先
立
っ
て
、
１

８
３
３
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
「
公
共
遊
歩
道
委

員
会
」
の
調
査
報
告
書
で
は
、
都
市
化
の
進

行
に
伴
う
人
口
増
と
都
市
環
境
の
悪
化
を
背

景
に
、
住
民
の
慰
安
と
運
動
の
た
め
の
空
間

の
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ダ
ー
ビ
ー
の
公
園
は
、
植
物
学
者
で
造
園

家
の
J
・
C
・
ラ
ウ
ド
ン
に
よ
っ
て
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
ラ
ウ
ド
ン
は
、
設
計
に
あ
た

っ
て
、
教
育
と
散
策
と
い
う
2
つ
の
目
的
を

挙
げ
、
教
育
の
観
点
で
は
８
０
０
本
の
樹
木

す
べ
て
に
植
物
学
上
の
分
類
と
原
産
国
、
特

徴
が
書
か
れ
た
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
ま
し
た
。

植
物
学
者
の
ラ
ウ
ド
ン
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ

た
公
園
が
基
盤
と
な
っ
て
、
現
在
の
公
園
に

も
見
ら
れ
る
、
ラ
ベ
ル
の
貼
ら
れ
た
樹
木
が

公
園
に
登
場
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、世
界
中
に
広
が
っ
た
公
園
は
、日

本
で
は
1
8
8
5
年
の
東
京
市
区
改
正
審
査

会
で
、「
人
口
稠
密
ノ
都
府
ニ
園
林
及
空
地

ヲ
要
ス
ル
ハ
其
因
由
一
ナ
ラ
ズ
ト
雖
モ
云

云
」
と
審
議
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
１
９

５
６
年
に
は
都
市
公
園
法
が
施
行
さ
れ
、
都

市
部
で
は
住
民
１
人
あ
た
り
5
平
方
メ
ー
ト

ル
の
公
園
の
設
置
が
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
で
は
、
よ
り
生
活
に
密
着

し
た
都
市
の
中
で
の
自
然
の
再
現
が
試
み
ら

れ
始
め
て
い
ま
す
。２
０
１
８
年
に
は
、『
三

菱
電
機
』
が
青
空
の
仕
組
み
で
あ
る
レ
イ
リ

ー
散
乱
を
再
現
し
た
青
空
を
映
し
出
す
天
窓

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
天
窓
は
、
青
空
だ

け
で
な
く
朝
焼
け
や
夕
焼
け
な
ど
も
調
光
に

よ
っ
て
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ロ
ン

ド
ン
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
『ecoL

og
ic

Studio

』
が
開
発
し
た
バ
イ
オ
カ
ー
テ
ン

は
、
微
細
藻
類
を
用
い
る
こ
と
で
太
陽
光
に

よ
っ
て
光
合
成
を
促
し
な
が
ら
汚
れ
た
空
気

を
浄
化
す
る
、
ビ
ル
の
壁
面
な
ど
に
掛
け
る

こ
と
が
で
き
る
製
品
で
す
。

　

都
市
の
内
部
に
人
工
的
な
自
然
の
再
現
を

行
い
、
都
市
環
境
を
改
善
す
る
取
り
組
み
は
、

公
園
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
よ
り
都
市
の
内
部
に

入
り
始
め
て
い
ま
す
。
自
然
を
再
現
す
る
技

術
は
、
形
を
変
え
な
が
ら
都
市
と
自
然
の
融

合
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
ま
す
。

都市における自然の再現は植物学と造園技術に
よって始まり、テクノロジーの進化とともに、より
密な都市と自然の融合が進展している。

P O I N T !

『ecoLogicStudio』が開発したバイオカーテン。既存の建物にも掛けるだけ
で都市の中に自然を持ち込むことを可能にしている。
©ecoLogicStudio（http://www.ecologicstudio.com）
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1759年に宮殿併設の庭園として始まった『キューガーデン（キュー王立植物園）』は、現在では研究施設として運営され
ているほか、種子銀行としてのミレニアムシードプロジェクトにも取り組む。
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